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1 分技糖の一つであるMethyleulekanate(1)は､ペニ
シリン耐性菌をも含む種々のグラム陽性菌に強い抗菌活

性を示すFlambamyclnの構成糖として知られている.こ
の1の過去の合蚊法 LIでは､分枝鎖構築の際､ウロースに
対し有様金属化合物を付加させる手法が用いられてきた
が､二校のエピマーが生成する為,効率的に分枝糖を合

成していなかった｡今回演者らは,上記分枝鎖の捕集が

当研究室で確立したLr-ヒドロキシ7ルデヒド合成法 21

(scheme1)を用いることで効率的に行えると考え､この

考えに基づき標樋化合物 1の新規合成
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研究を行ったので報告する｡

では,分枝鎖導入の立体選択性を考慮 scheml51

する必要がないので､メチリアン化に有利な.ヲ体を用いて検討した結果､相当す
る誇導体6を75%の収率で得たO続いて3工程を経て収率良くウロース体 10へ
と導いた後､ジタロ1jメチルリチウムを用いる増炭を行ったところ11が単一物で
得られた｡今後､テ トラブチルアンモニウムヒドロキシT'を用いて望む立体配置

を有するO-ヒドロキシアルデヒド体 12へ導くことで､効牢良く標題化合物 1
が合成できると考えている｡
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